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1 ．目的

固定化 リパ ーゼ に よる油 脂連続分解法

　 （（株）資生堂 基礎科学研究所 ． 製晶研究所
t
）

｝沼敏彦 ， 植原計
一

， 河 野善行
＃

， 富田健一＃

リ パ ーゼ に よ る工 業化 レベ ル で の 油脂加水分解 に っ い て 、 多くの 報告が な きれ て

い る が 、実用化の 例は ほ とん どな い 。 こ れは
、 リパ ーゼが 二 相系で反応を触媒す る ばか りか

生 成 物で あ る 脂肪 酸に よ り活性が失 われ る こ とに よ る 。 そこ で 、 演者 らは 、 親水性で あるア

ル ギ ン 酸 カルシウに リパ
ー− tiを固定 化 し、 撹拌型の リア クタ

ー
を用い 油脂分解 に っ い て 考察

す る と ともに 、 ゲル 自身に疎水化処理 を行な い 、活性収率、安定性等種々 検討をお こ な っ た

の で 報告す る 。

2 ．方法　リパ ー
ゼ は

、 市販 （商晶名 ： リ パ ー
ゼ MY 　（淘ndid ＆ 幽 由来）の もの

を水抽出 、 硫安塩析 、 イ オ ン 交換ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

に よる精製操作の 後、約2000単位／ 

に 活性 を上舁 ざせ たもの を用 い た 。 この 酵素50万単位を鴿 ア ル ギン 酸カ ルシ ウ ム に 固定化し

撹拌羽根を 脊す る リ ア ク タ
ー

（φ50x350 聞 ）に 500rpm、 鍵 ℃で 2。5皿 1ん inの 速度 で汕脂 を供給
し た 。疎水化処理に っ い て は 、 ポ リ ア リル ア ミ ン （MV　lOOOO）ア ルキ ル 化物 とグ ルタ ル ア ルデ

ヒ ドで 固定化 酵素を架橋処理 した 。 疎水性の 強さは 、ア ル串ル基の 鎖長 、 ア ミノ基の 修飾率
に よ り変えた 。

3 ．縞果　オ リ
ー

ブ 油を基質 と し た 場合 、 リア ク タ ー一一
　ig　1図通過 きせ る だけで 98．3Xの 分解

率が 得 られ 、 2．5Lまで こ の 分解率は変 化 しなか っ た 。 しか しな が ら 、 100時間の 連続反応で

漬性半減期 とな り 、 酵素 の 安定 化に 聞題が 残 っ た 。 固定化酵素の 疎水 化処理は 、ポ リア リル

ア ミ ン の ア ミ ノ基 の 10mo　le驚　be　C 　s　sで 簓飾 したも の を用 い た と こ ろ 、 活姓収率が 4礦 と な っ た

が 安定性が 向上 した 。 そ の 他 、 種 々 知見 が得 られ た 。
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139 有 機 溶 媒 添 加 系 で の 固 定 化 リ パ
ー

ゼ に よ る 固 形 油 脂 の 連 続 加 水 分 解
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1 ）目 的 　 油 脂 主 原 料 の パ ーム 油 や 牛 脂 は 常 温 で 固 形 で あ る た め 、そ の ま ま リ バ
ーゼ で 連 続

的 に 加 水 分 解 す る の は 困 難 で あ る 。 そ こ で 、 こ の よ う な 固 形 油 脂 の 連 続 加 水 分 解 を 前報
L ）

で 示 し た 豚 骨 担 体 に 固 定 化 し た リ バ ーゼ を 用 い て 行 う た め 、有 機 溶 媒 の 添 加 を 試 み た 。
2 ）方 法 　 リ バ

ー
ゼ は C．cyl 　indraeea 起 源 〔名 糖 産 業 ｝の も の を 用 い 、 有 機 溶 媒 に は イ ソ オ ク

タ ン
2 】

を 、固 形 抽 脂 に は バ ーム 抽 （mp30 〜 50 ℃ ）を使 用 した 。豚 骨 担 体 へ の リ パ
ー

ゼ の 圃 定

化 は 前 報 と 同 様 に 行 っ た 。反 応 は 、邪 魔 板 付 500 認 セ バ ラ ブ ル フ ラ ス コ で 6枚 羽 根 タ ービ ン

で の 攪 拌 下 、 37℃ で 行 っ た 。基 質 パ ーム 油 は 予 め イ ソ オ ク タ ン に 溶 解 し て Buffer と は 別 に

供 給 し た 。連 続 反 応 は 回 分 反 応 に よ り 分 解 率 が ほ ぼ 100 ％に 達 し た と こ ろ で 開 始 し た 。

3）結 果 　基 質 及 び 生 産 物 を 完 全 に 溶 解 し 、連 続 分 解 を 支 障 な く 操 作 す る た め に は バ ー
ム 油

1g 当 り 1inD以上 の イ ソ オ ク タ ン の 添 加 が 必 要 で あ っ た 。 そ こ で 、槽 内 液 量 350m2 、 バ ー
ム 袖

供 給 濃 度 25 ％ （w ／v ）、反 応 液 総 流 量 10．2m2 ／br の も と で イ ソ オ ク タ ン の 添 加 割 合 を 種 々 変 え

て パ
ー

ム 油 の 連 続 加 水 分 解 を 行 っ た 。 い ず れ の 添 加 割 合 に お い て も 基 質 の 供 給 を 開 始 し て

十 数 時 間 で 分 解 率 は 徐 々 に 低 下 し 始 め た が 、 そ の 低 下 は イ ソ オ ク タ ン と Buffer を 2 ：3 の 割

合 で 供 給 し た 時 最 も 緩 や か で あ っ た 。 こ の イ ソ オ ク タ ン 添 加 割合 に お い て は 回 分 反 応 で も

最 も 速 い 分 解 速 度 が 得 ら れ た 。 さ ら に 、 同 条 件 下 で 固 定 化 リ バ ーゼ を 槽 内 液 1 漉 当 り 40 単

位 投 入 し て 連 続 反 応 を 行 っ た 結 果 、約 10 日間 70 ％以 上 の 分 解 率 が 維 持 で き た 。
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